
農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定に基づき、公表します。

１　地域における農業の将来の在り方

（１）　地域農業の現状及び課題

（２）　地域における農業の将来の在り方

２　農業上の利用が行われる農用地等の区域

（１）　地域の概要
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（２）農業上の利用が行われる農用地等の区域の考え方（範囲は、別添地図のとおり）

参考様式第５－１号

農 振 第 ５ １ ７ 号

令 和 8 年 6 月 30 日

出雲市長　飯塚 俊之

出雲市

(32203)

東地域

（別紙のとおり）

令和8年6月30日

（第5回）

注１：「地域名」欄には、協議の場が設けられた区域を記載し、農林業センサスの農業集落名を記載してくださ
い。
注２：「協議の結果を取りまとめた年月日」欄には、取りまとめが行われた協議の回数を記載してください。

　本地域は集落営農組織を中心に農地集積を図り、水稲を主体とした営農に取り組んでいる。しかし、耕作が
困難な山間部では、担い手の高齢化や後継者不足が深刻な問題となり、耕作放棄地の増加が課題となってい
る。
　また、多面的機能支払交付金や中山間地域等直接支払交付金を活用し、地域一体となって農地保全に努め
ているが、鳥獣被害が増えてきている現状があり、喫緊の課題となっている。

　地域の担い手を明確にし、その担い手に農地を集積して効率的な農業経営が出来るように努める。そのた
めに、定年帰農者や新規就農者等の新たな担い手の掘り起しや呼びかけを行い、担い手の確保・育成を図
る。
　担い手の育成とともに、耕作条件の整備や農村環境の整備を図るために、多面的機能支払交付金や中山
間地域等直接支払交付金を活用する。併せて、耕作放棄地の発生防止や解消に取り組む。
　＜主として振興する作物＞
主食用水稲、小豆、大豆、茶、ブロッコリー、そば等

区域内の農用地等面積 166.4 

うち農業上の利用が行われる農用地等の区域の農用地等面積 166.4 

（うち保全・管理等が行われる区域の農用地等面積）【任意記載事項】


